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認定第６号 令和７年度常総市水道事業会計決算についてご説明申し上げます。 

はじめに，決算報告書についてご説明申し上げます。 

収益的収入につきましては，予算額の１６億８百４９万１千円に対し，決算額

は１５億６千９百７７万３百１８円で，３千８百７２万６百８２円の減でござい

ます。収益的支出につきましては，予算額の１６億２百２０万円に対し，決算額

は１５億５千７百１５万７千４百２５円で，４千５百４万２千５百７５円の不用

額が生じました。 

次に，資本的収入につきましては，予算額の７億９千百６２万７千円に対し，

決算額は６億１千８百４８万８千円で，１億７千３百１３万９千円の減でござい

ます。資本的支出につきましては，予算額の１１億６千４百１３万５千円に対し，

決算額は８億４千百９２万５千７百５１円，翌年度繰越額３億８百９６万円を差

し引きますと，１千３百２４万９千２百４９円の不用額が生じました。収入が支

出に不足する額３億６千５百８３万７千７百５１円は，過年度損益勘定留保資金

３億２千５百万５千９百２１円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額４千８３万１千８百３０円で補填いたしました。 

次に，損益計算書についてご説明申し上げます。営業収益は１２億５千６百

３７万２千９百３１円で，営業費用は１４億１千２百６３万１千９百４２円でご

ざいます。営業外収益は１億８千７百４６万５千８百８１円で，営業外費用は

５千９百１０万４千８百８９円で，収益から費用を差引いた当年度純損失は，

２千７百８９万８千１９円となり，前年度繰越利益剰余金の３億８千４百５２万

百３１円を加算しますと，当年度未処分利益剰余金は，３億５千６百６２万２千

百１２円となります。 

次に，剰余金計算書についてご説明申し上げます。資本金の前年度末残高及び

当年度末残高は４２億４千２５万５千１５円で，前年と同額でございます。 

また，剰余金のうち資本剰余金の当年度末残高は９千３百９８万６千９百

１０円で，前年と同額でございます。 

なお，利益剰余金のうち，建設改良積立金の当年度末残高は９千５百３５万

６千６８円で，前年度末残高と同額でございます。未処分利益剰余金は，損益計

算書のとおり，令和７年度末残高が３億５千６百６２万２千百１２円となってお

ります。 

次に，剰余金処分計算書についてご説明申し上げます。令和７年度未処分利益

剰余金が３億５千６百６２万２千百１２円で，そのまま翌年度への繰越となりま

す。 
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最後に，貸借対照表についてご説明申し上げます。資産の部では，固定資産が

１０９億３千８百９８万６千８百５４円，流動資産が１９億３千８百３万５千

４百６３円で，資産の合計は１２８億７千７百２万２千３百１７円となります。

負債の部では，固定負債が３５億６千７百９１万８千４百１８円，流動負債が

８億２千７百６８万３千８百３４円，繰延収益の合計は３６億９千５百１９万

９千９百６０円で，負債合計は８０億９千８０万２千２百１２円でございます。

資本の部では，資本金が４２億４千２５万５千１５円，剰余金が５億４千５百

９６万５千９０円で，負債資本の合計は１２８億７千７百２万２千３百１７円と

なり，貸借は一致しております。 

以上が令和７年度常総市水道事業会計決算の概要でございます。 

詳細につきましては，特別委員会においてご説明申し上げますので，ご審議賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 


